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１．まえがき

 企業が競争するうえで技術者の技術力の向上は欠かせない。

 近年、情報化の進展は技術力とは何かとか、技術の意味を見失うきらいがある。Input 
すればおのずと Outputが出てその結果を用いることで設計が出来る。Inから Out の
間でどの様な理論が存在するのかわからなくても設計は出来るのである。真の技術者は

理論を熟知することでコンピューターを駆使し、更に理論を深化させることが出来るの

である。

 ここでは技術力とは何か、そして会社としてどう評価するか。そして技術力を向上す

るためにはどの様に指導すべきか等について経験を通して記述する。

２．技術力とは何か

 技術力を私の経験に基づいて分類すれば次表の通りとなる。

技 術 力

技術的能力                    必要条件

      基礎知識

      観察力

      合理的分析力            実際に仕事をする上で

      推理力               重要

      総合能力（整理・マトメ）

管理経営的能力

    － センス －

      工期に関する感覚

      資財に関する感覚

      経費に関する感覚               充分条件

      チームワーク

渉外能力

      理解力（相手の本旨をよく理解する）

      発表力

      説得力

人間性

      規律・約束を守る態度

      施主を尊敬する態度
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 技術的能力のうち学校で学ぶものは基礎知識であり、現場での観察力・合理的分析力

などは実際の仕事で真面目に取り組むことで身につくものである。

 管理経営的能力では自分が設計したものの工費・安くするための感覚などと自分が設

計に要する経費の感覚が重要である。

 次の渉外能力は発注者との協議などで相手が言わんとすること、その本旨を理解する

能力、自分の設計の考えを相手に発表し説得する能力が重要である。よく相手の指示通

りに設計することが正しいと思っている人がいるが大きな間違いである。最もベストな

設計は何かをよく考え、それを如何に通していくかが重要である。

 次の人間性に対しては規律・約束を守る態度、発注者があっての受注者であることの

自覚とどんな場合でも相手を尊敬する態度が重要である。

 参考に島根県設計・測量・調査等業務成績評定要領を示す。（別紙―１）この評定さ

れる項目は大体、技術力を表している。

 即ち技術力を上げていけば、当然評価が上がることとなる。

３．会社としての技術評価

 我が社の技術者としての位置づけとしては下表のとおりとしている。

職 階 基 準

主任技師
　　技師１級の基準を満足した上で技術士を取得し
  　たもの

技師１級

  　プロフェッショナル・エンジニアとして認められ
  　たもの
  　管理経営的能力及び渉外能力が優れているもの
  　技術士、ＲＣＣＭ、測量士

技師２級
　　発注者と協議を任せることができるもの
　　ＲＣＣＭ、測量士

技師３級

　　１つの仕事を任せることが出来るが、発注者と
　　協議を任せることが出来ないもの
　　技術士補、測量士補、地質調査技士のいずれかを
　　取得したもの

技 術 員 　　１つの仕事を任せることが出来ないもの

 技術力をシンプルに５段階の職階に分類している。給与は主として年令給と職能給と

の合計額とし、職能給はこれらの職階に応じたものとし厳格に評価している。



４．技術力向上のための方策

 学校で習得する技術力は全体の技術力のほんの一部に過ぎない。殆どは会社へ入って

から本人の努力によって習得するものであり、それは上司が教えるものでなく多くの経

験を通して自らが学んでいくものである。

 しかし、なかなか云うは易く行うは難しである。

 私は学校を出た技術者が成長していくための指導方法について、日頃注目しているこ

とを８項目にまとめ、技術者育成のための指導八策として整理してみた。

 技術者育成のための指導八策 

社長 藤井 三千勇 

１．成長をうながす意味で本人の能力以上の一歩先の仕事を

与える 

２．指導方法として手取足取教えることはしない、常に自分

で考えるようにする 

３．常に危機感を持たせ、ぬるま湯からの脱却を図る 

４．資格に挑戦させる 

５．困ったときは現場に戻るよう指導する 

６．本人の技術的特性を見抜き、適した仕事を与える 

７．技術に終わりはない、技術に対する根性を涵養させる（技

術者魂を養う） 

８．常に常識力を磨き、向上させる 



５．あとがき

 以上、特に若い技術者の技術力向上を願って私の考えを整理してみた。

 専門の学校を出たから一人前の技術者ではなく、これからが本当に自分の技術を磨く

場と考えるべきである。

 勿論学校での基礎知識はきわめて大切なものであり、それをベースとして磨きをかけ

て大きく成長して欲しいと願っている。

 私も年を取ってつくづく思うことであるが、この様な努力が自分の財産であると感じ

ている。これらの努力が技術力もさることながら、技術の幅を広げ人脈も広げ、自分の

行動の可能性もますます増えてくるものであると感じている。

 若い時はこれらの努力は苦しいと感じることもあるが、人生をバラ色にすることを信

じて努力して欲しいと心から願うものである。




